
各種訓練・行事・災害派遣

第４０代師団長 山根陸将着任
第３９代師団長 梶原陸将離任
新着任部隊長紹介
新型コロナウイルスに係る災害派遣
偵察隊水路潜入訓練
部隊集合教育「レンジャー」準備訓練
新隊員特技課程

表紙写真：第４０代師団長 山根陸将着任行事

３Ⅾレディー
ただ今奮闘中
一隅を照らす
趣味あり〼

第３師団隊員紹介コーナー

職場の豆知識

近畿２府４県の旅
奈良県 ライトアッププロムナード・なら２０２０

将棋ブーム



第４０代師団長 山根陸将 略歴

平成 元年３月 防衛大学校卒（３３期） (横須賀)

平成 ２年３月 第９特科連隊 (岩 手)

平成 ８年３月 中央資料隊付 (檜 町)

平成 ９年１月 ゴラン高原国際平和協力隊 (シリア・イスラエル)

平成１０年３月 陸上幕僚監部防衛部運用課 (檜 町)

平成１０年８月 陸上自衛隊幹部学校 (目 黒)

平成１２年８月 陸上自衛隊富士学校特科部 (富 士)

平成１３年８月 陸上幕僚監部防衛部防衛課 (市ヶ谷)

平成１７年８月 第１１特科連隊第１大隊長 (真駒内)

平成１８年８月 陸上幕僚監部防衛部防衛課 (市ヶ谷)

平成２０年３月 中央情報隊付（米国国防省国防大学） （アメリカ)

平成２１年８月 陸上幕僚監部防衛部防衛課防衛班長 (市ヶ谷)

平成２３年８月 第１０特科連隊長兼ねて豊川駐屯地司令 (豊 川)

平成２４年７月 陸上幕僚監部装備部装備計画課長 (市ヶ谷)

平成２６年８月 沖縄地方協力本部長 (那 覇)

平成２８年７月 陸上自衛隊富士学校特科部長 (富 士)

平成２９年８月 東北方面総監部幕僚副長 (仙 台)

平成３０年８月 第１３旅団長 (海田市)

令和 ２年８月 現職（第４０代第３師団長）

師
団
は
、
令
和
２
年
８
月
24
日
（
月
）
、
千
僧
駐
屯

地
に
お
い
て
、
第
39
代
師
団
長

梶
原

直
樹
（
か
じ

わ
ら

な
お
き
）
陸
将
の
見
送
り
行
事
を
実
施
し
た
。

梶
原
陸
将
は
、
離
任
の
挨
拶
に
お
い
て
「
何
事
に
お

い
て
も
基
本
が
大
事
で
あ
り
、
基
礎
の
な
い
と
こ
ろ
に

は
応
用
は
な
い
、
基
本
を
大
切
に
せ
よ
。
」
ま
た
、

「
一
年
と
い
う
短
い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
支
え
て
く
れ

た
こ
と
に
感
謝
す
る
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
く
が
、

体
に
は
気
を
付
け
て
勤
務
せ
よ
。
」
と
述
べ
、
苦
楽
を

共
に
し
た
各
部
隊
長
と
司
令
部
の
隊
員
に
見
送
ら
れ
る

中
、
千
僧
駐
屯
地
を
後
に
し
た
。

１ ３ 師 団 だ よ り 第１３３号 ２０２０年（令和２年） ８月

献花（千僧駐屯地顕彰碑前）

令
和
２
年
８
月
25
日
（
火
）
付
で
山
根

寿
一
（
や
ま
ね

と
し
か
ず
）
陸
将
が
第
40
代
師
団
長
に
着
任
し
、
26
日
（
水
）
、

千
僧
駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
に
お
い
て
着
任
式
を
挙
行
し

た
。山

根
陸
将
は
着
任
の
辞
に
お
い
て
、
冒
頭
、
「
私
が
認
識
し

て
い
る
安
全
保
障
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
災
害

派
遣
及
び
有
事
に
お
い
て
如
何
な
る
任
務
が
与
え
ら
れ
て
も
真

に
戦
え
る
強
い
部
隊
の
育
成
を
目
指
す
。
」
と
述
べ
、
「
鍛
錬

せ
よ

挑
戦
せ
よ

そ
し
て
結
集
せ
よ
」
を
要
望
し
た
。

引
き
続
き
、
統
率
方
針
と
し
て
「
創
造
」
を
掲
げ
、
「
創
り
出
す
」
、
「
変
化
に
対
応
す
る
」
、
「
最
適
解
を
見
出
す
」
こ

と
を
よ
く
念
頭
に
置
き
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
訓
示
し
た
。

最
後
に
、
「
日
本
の
歴
史
と
文
化
、
伝
統
発
祥
の
地
、
更
に
は
日
本
の
政
経
中
枢
を
防
衛
警
備
す
る
第
３
師
団
に
お
け
る
任

務
を
誇
り
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
皆
と
共
に
勤
務
し
て
い
く
。
」
と
の
抱
負
を
述
べ
た
。

各部隊長等による出迎え（第３師団司令部庁舎前）

着任式（千僧駐屯地体育館）

 



２ ３ 師 団 だ よ り 第１３３号 ２０２０年（令和２年） ８月

第３施設大隊長

菅原 祐也 ２等陸佐
出身地 北海道 期別 ０２Ｕ

陸上自衛隊教育訓練研究本部教育部（目黒）から

すがわら ゆうや

第３高射特科大隊長

西田 雅史 ２等陸佐
出身地 福岡県 期別 ０５Ｂ

陸上幕僚監部防衛部（市ヶ谷）から

にしだ まさし

要
望
事
項

「
一
歩
、
前
へ
」

要
望
事
項

「
誇
り
の
堅
持
」

防護衣着脱要領の実習

第
３
師
団
（
師
団
長

梶
原
陸
将
（
当
時
）
）

は
、
大
阪
府
か
ら
の
要

請
に
よ
り
、
令
和
２
年

７
月
29
日
、
８
月
３

日
・
18
日
の
計
３
回
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

市
中
感
染
防
止
の
た

め
の
災
害
派
遣
（
衛

生
教
育
）
を
実
施
し
た
。

本
災
害
派
遣
に
お
い

て
、
大
阪
府
に
所
在
す

る
宿
泊
施
設
の
従
業
員

等
に
対
し
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す

る
基
礎
知
識
、
感
染
防

止
対
策
及
び
防
護
服
の

着
脱
要
領
に
つ
い
て
教

育
を
行
っ
た
。

師
団
は
、
引
き
続
き

各
自
治
体
等
と
緊
密
な

連
携
を
継
続
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
に
努
め
る
。

第
３
偵
察
隊
（
隊
長

福
本
２
佐
）
は
、
令
和
２

年
８
月
３
日
（
月
）
か
ら

５
日
（
水
）
ま
で
の
間
、

信
太
山
演
習
場
（
大
阪
府
）

に
お
い
て
、
令
和
２
年
度

水
路
潜
入
訓
練
を
実
施
し

た
。本

訓
練
は
、
偵
察
間
に

お
け
る
水
路
潜
入
に
係
る

偵
察
能
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
た
。

訓
練
は
、
偵
察
用
ボ
ー

ト
の
基
本
的
な
取
扱
操
作
、

組
立
、
運
搬
及
び
漕
船
並

び
に
偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ

の
積
載
要
領
を
演
練
す
る

と
と
も
に
、
水
路
潜
入
に

お
け
る
安
全
管
理
等
の
教

育
を
行
い
、
所
望
の
成
果

を
得
て
、
３
日
間
の
訓
練

を
終
了
し
た
。

偵察用オートバイを積載した漕船

第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

小
野
田
１
佐
）
及
び
第
36
普
通

科
連
隊
（
連
隊
長

伊
藤
１
佐
）
は
、
７
月
か
ら
８
月
の
間
、
そ

れ
ぞ
れ
部
隊
集
合
教
育
レ
ン
ジ
ャ
ー
準
備
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
各
連
隊
が
担
任
・
実
施
す
る
令
和
２
年
度
部
隊
集

合
教
育
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
実
施
に
伴
う
準
備
訓
練
で
あ
り
、
指
導

部
の
訓
練
指
導
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

た
。各

連
隊
の
指
導
部
要
員
は
、
地
図
判
読
、
山
地
潜
入
、
空
路
潜

入
、
水
路
潜
入
、
破
壊
及
び
生
存
技
術
等
に
つ
い
て
練
度
を
向
上

さ
せ
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
集
合
教
育
に
備
え
た
。

屋上からの懸垂降下（第３６普通科連隊）

ＣＨ－４７からの特殊卸下
（第７普通科連隊）ロープ橋におけるモンキー渡り（第７普通科連隊）



３ ３ 師 団 だ よ り 第１３３号 ２０２０年（令和２年） ８月

第
３
師
団
隷
下
各
部
隊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
駐
屯
地
等
に
お
い
て
、
令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら
新
隊
員
特
技
課
程
・
一
般
陸
曹
候
補
生
（
後
期
）
教
育
を
開
始
し
た
。
新
隊
員
５
４

４
名
は
、
各
職
種
部
隊
に
お
い
て
、
専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
修
得
す
る
た
め
の
教
育
及
び
訓
練
等
を
受
け
、
日
々
成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
い
る
。

コンパス（方位磁石）の使用法
第７普通科連隊（軽火器）

小銃分隊の戦闘訓練
第３６普通科連隊（軽火器）

８１㎜迫撃砲 砲手訓練
第３６普通科連隊（迫撃砲）

１２０㎜迫撃砲 砲手訓練
第３７普通科連隊（迫撃砲）

１５５㎜りゅう弾砲（ＦＨー７０）操砲訓練
第３特科隊（野戦砲）

基本爆破 起爆準備
第３施設大隊（施設）

７４式戦車での大特免許教習
第３戦車大隊（機甲）

電けんを使用した手動電信術
第３通信大隊（無線電信）

９３式近距離地対空誘導弾操作訓練
第３高射特科大隊（高射火器）

有線の設置
第３通信大隊（搬送有線）

患者の担架搬送訓練
第３後方支援連隊（衛生）

装輪整備器材の教育
第３後方支援連隊（武器）

ドラム缶燃料の運搬
第３後方支援連隊（需品）

５．５６㎜機関銃MINIMI射撃予習
第３７普通科連隊（軽火器）

柵型鉄条網の構成
第７普通科連隊（軽火器）



４ ３ 師 団 だ よ り 第１３３号 ２０２０年（令和２年） ８月

第３６普通科連隊本部管理中隊

１等陸士 村野 光穂

今
回
は
、
第
36
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊
に
所
属

す
る
村
野

光
穂
（
む
ら
の

み
ほ
）
１
士
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

村
野
１
士
は
、
中
隊
救
護
員
と
し
て
積
極
的
に
勤
務

す
る
傍
ら
、
習
い
事
や
趣
味
を
活
か
し
て
連
隊
の
行
事

で
も
活
躍
す
る
好
奇
心
旺
盛
な
隊
員
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

父
が
自
衛
官
だ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
日
々

の
訓
練
・
有
事
の
際
の
即
応
態
勢
に
よ
っ
て
、
日
本

が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

有
事
の
際
だ
け
で
な
く
、
日
常
に
お
い
て
も
活
用

で
き
る
救
命
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
人
を
助
け
る

知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

Ａ

入
隊
初
日
の
睡
眠
、
初
め
て
小
銃
を
握
っ
た
時
、

初
め
て
の
戦
闘
訓
練
等
、
生
ま
れ
て
初
め
て
行
っ
た

こ
と
全
て
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

前
期
教
育
隊
の
班
長
で
す
。
基
本
教
練
の
鬼
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
班
長
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
基
本
教
練

を
未
だ
に
見
た
こ
と
が
な
く
、
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

音
楽
全
般
、
ゲ
ー
ム
全
般
、
絵
描
き
、
洋
画
・
ア

ニ
メ
鑑
賞
、
コ
ス
プ
レ
・
着
物
、
ス
ポ
ー
ツ
、
キ
ャ

ン
プ
、
喫
茶
店
・
ご
飯
屋
さ
ん
巡
り
等
で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

中
隊
救
護
員
と
し
て
、
迅
速
か
つ
的
確
に
行
動
で

き
る
よ
う
知
識
と
体
力
を
さ
ら
に
身
に
つ
け
、
部
隊

に
ふ
さ
わ
し
い
自
衛
官
に
な
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

た
だ
い
ま
臨
時
勤
務
で
歯
科
助
手
の
勤
務
に
就
い
て
い

ま
す
。
歯
、
口
腔
ケ
ア
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
オ
ブ

ラ
イ
フ
）
向
上
の
み
な
ら
ず
、
病
気
の
予
防
、
健
康
の
維

持
・
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
受
診
お
待
ち
し
て
ま
す
。

第３施設大隊第２中隊

３等陸曹 今村 文彌

第３音楽隊

３等陸曹 廣田 啓太郎

今
回
は
、
第
３
施
設
大
隊
第
２
中
隊
に
所
属
す

る
今
村

文
彌
（
い
ま
む
ら

ふ
み
や
）
３
曹
を

紹
介
し
ま
す
。

今
村
３
曹
は
、
平
成
26

年
９
月
に
第
２

中
隊
に
施
設
手
と
し
て
配
属
と
な
り
、
平

成
30

年
１
月
の
陸
曹
昇
任
後
、
施
設
陸
曹

を
経
て
、
現
在
は
文
書
・
給
養
陸
曹
と
し
て
、

主
に
中
隊
の
文
書
の
管
理
や
中
隊
に
所
属
す
る
隊

員
の
喫
食
の
申
請
を
行
い
、
中
隊
の
隊
務
運
営
を

支
え
て
い
ま
す
。

最
近
は
陸
自
の
Ｉ
Ｔ
化
に
伴
う
「
一
元
的
な
文

書
管
理
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
庁
内
施
行
の
普
及
や

「
陸
自
補
給
管
理
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
給
養
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。
業
務
に
お
い
て
は
、
文
書
起

案
者
の
デ
ー
タ
の
添
付
忘
れ
や
発
簡
番
号
抜
け
等

の
ミ
ス
を
発
見
す
る
と
、
容
赦
な
く
文
書
を
発
信

者
へ
差
戻
す
こ
と
か
ら
、
い
つ
し
か
「
差
戻
し
の

イ
マ
ム
ラ
」
と
ま
で
呼
ば
れ
、
中
隊
の
厳
正
な
文

書
管
理
の
核
を
担
う
よ
う
な
存
在
で
す
。

そ
ん
な
今
村
３
曹
は
、
週
末
に
な
る
と
趣
味
で

あ
る
史
跡
巡
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
電
車
で
最
寄

り
の
駅
ま
で
行
き
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
時
に
は

徒
歩
で
そ
の
史
跡
を
訪
ね
て
い
ま
す
。
史
跡
巡
り

と
い
う
と
古
臭
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
現

代
に
も
通
じ
る
先
人
た
ち
の
行
動
や
考
え
に
思
い

を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
仕
事
で
の
原
動

第３特科隊第４中隊

３等陸尉 中野 恭佑

今
回
は
、
第
３
特
科
隊
第
４
中
隊
に
所
属
す
る

中
野

恭
佑
（
な
か
の

き
ょ
う
す
け
）
３
尉
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

中
野
３
尉
は
、
何
事
に
も
先
頭
に
立
っ
て
突
き

進
ん
で
ゆ
く
男
で
あ
り
、
特
科
隊
の
目
と
な
り
、

確
実
に
目
標
地
域
に
射
撃
を
要
求
す
る
前
進
観
測

班
長
で
す
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
入
校
時
期
は
。

Ａ

平
成
30
年
３
月
、
一
般
大
学
を
卒
業
後
、
一

般
幹
部
候
補
生
と
し
て
入
校
し
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
（
動
機
）
は
。

Ａ

大
学
時
代
に
火
砲
（
２
０
３
㎜
自
走
榴
弾
砲
）

の
空
包
射
撃
を
見
学
し
、
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ

れ
、
こ
の
よ
う
な
部
隊
を
指
揮
で
き
れ
ば
気
持

ち
良
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

総
合
訓
練
に
お
い
て
１
０
０
㎞
行
進
後
、
機

関
銃
手
と
し
て
攻
撃
前
進
し
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
職
務
を
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ

前
進
観
測
班
長
、
保
全
係
幹
部
、
後
方
幹
部

代
行
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

幹
部
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
。

Ａ

自
分
が
担
当
す
る
事
業
が
終
わ
り
、
自
分
、

隊
員
、
ひ
い
て
は
自
分
の
成
長
を
感
じ
る
と
き

で
す
。

Ｑ

幹
部
任
官
後
、
最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

自
衛
官
候
補
生
課
程
の
区
隊
長
と
し
て
勤
務

し
た
際
、
隊
員
の
身
上
把
握
及
び
指
導
法
に
つ

い
て
苦
労
し
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
何
か
変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ

「
常
に
見
ら
れ
て
い
る
ん
だ
」
と
意
識
し
、

行
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
３
等
陸
尉
で
す
が
、
恐
れ
る

こ
と
な
く
何
事
に
も
挑
戦
し
て
い
く
所
存
で
す
。

第
３
音
楽
隊
の
廣
田

啓
太
郎
（
ひ
ろ
た

け

い
た
ろ
う
）
３
曹
で
す
。
今
回
は
、
私
の
趣
味
の

「
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」
を
紹
介
し
ま
す
。

私
は
も
と
も
と
山
が
好
き
で
、
登
山
に
も
行
き

た
か
っ
た
の
で
す
が
、
家
族
を
お
い
て
休
日
に
一

日
か
け
て
遊
び
に
行
く
の
も
後
ろ
め
た
い
気
持
ち

が
あ
り
、
な
か
な
か
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
あ
る
日
、
走
れ
ば
そ
ん
な
に
時
間
が

掛
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
を
始
め
ま
し
た
。

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
に
は
、
自
然
の
中
を
走
る
爽
快

感
、
不
整
地
を
走
る
緊
張
感
、
走
り
切
っ
た
時
の

達
成
感
な
ど
ロ
ー
ド
で
は
味
わ
え
な
い
楽
し
み
が

あ
り
ま
す
。

千
僧
駐
屯
地
周
辺
で
は
、
中
山
山
系
が
ル
ー
ト

も
豊
富
で
、
初
心
者
で
も
走
り
や
す
い
コ
ー
ス
が

あ
り
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
に
お
勧
め
で
す
。

ま
た
、
10

月
に
六
甲
山
縦
走
路
を
往
復

す
る
六
甲
キ
ャ
ノ
ン
ボ
ー
ル
ラ
ン
、
11

月

に
は
金
剛
山
地
を
通
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト

レ
ー
ル
に
挑
戦
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
は

そ
の
完
走
に
向
け
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
で
す
。

「
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」
は
、
ハ
ー
ド
な
ス
ポ
ー
ツ

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
老
若
男
女
問
わ
ず
マ
イ

ペ
ー
ス
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
良
い
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
に
も
な
る
の
で
興
味
が
あ
る
方
は
是
非

挑
戦
し
て
み
て
下
さ
い
。

力
に
も
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

28
歳
の
今
村
３
曹

に
は
、
ぜ
ひ
と
も
、

こ
の
原
動
力
を
恋
の

方
に
も
使
っ
て
も
ら

い
、
公
私
に
わ
た
っ

て
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
す
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

六甲山山頂にて

六甲キャノンボールラン

休憩所での１枚
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ﾏｽｸ着用

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

２

２ 奈良国立博物館なら仏像館（本館）

１

３

〇ライトアップ時間 ８月：１９時から２２時まで

９月：１８時から２２時まで

〇アクセス【電車】近畿日本鉄道近鉄奈良駅から

徒歩約5分。JR奈良駅から徒歩約20分

〇Ｈ Ｐ http://www.lightup-nara.jp

３ 浮見堂

１ 東大寺

今
回
は
、
奈
良
県
で
開
催
中
の
「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
・
な
ら
２
０
２
０
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
な
ら
２
０
２
０
」
は
、
奈
良

の
夏
の
夜
を
彩
る
光
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
奈
良
公
園
一
帯
を
中

心
に
、
平
城
宮
跡(
第
一
次
大
極
殿
、
朱
雀
門)

、
薬
師
寺(

東
塔
、

西
塔)

と
い
っ
た
世
界
遺
産
や
歴
史
的
建
造
物
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
、
昼
間
と
は
異
な
る
幻
想
的
な
景
色
が
楽
し
め
ま
す
。

開
催
に
つ
い
て
は
、
7
月
18
日
（
土
）
か
ら
９
月
27
日
（
日
）

ま
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
、
観
覧
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

マメ

藤
井
二
冠
な
ど
若
い
方
の
活
躍
も
あ
り
、
今
将
棋
が
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
ブ
ー
ム
に
乗
り

た
い
け
れ
ど
、
イ
マ
イ
チ
将
棋
が
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
も
小
さ
い
頃
に
、

将
棋
で
家
族
や
友
人
と
よ
く
遊
ん
だ
は
ず
な
の
で
す
が
、
恥

ず
か
し
な
が
ら
未
だ
に
将
棋
が
よ
く
分
か
ら
な
い
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
将
棋
を
少
し
で
も
楽
し
み
た
い
と
思
い
、

勝
負
の
展
開
と
、
そ
の
見
所
を
調
べ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

一
局
の
将
棋
は
、
大
き
く
序
盤
・
中
盤
・
終
盤
と
区
分
さ

れ
る
よ
う
で
す
。
序
盤
は
「
駒
組
み
」
と
い
う
戦
闘
準
備
に

よ
り
、
有
利
な
態
勢
を
築
く
こ
と
に
狙
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。

一
般
的
に
は
、
攻
撃
の
要
と
な
る
「
飛
車
」
の
配
置
で
戦
型

が
決
ま
り
、
飛
車
で
右
側
か
ら
攻
め
る
な
ら
「
居
飛
車
」
左

側
か
ら
な
ら
「
振
り
飛
車
」
と
大
き
く
区
分
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
攻
撃
陣
地
の
反
対
側
で
は
「
囲
い
」
と
呼
ば
れ
る
防
御

陣
地
を
構
築
し
、
硬
さ
・
動
き
や
す
さ
な
ど
、
豊
富
な
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
戦
い
の
構
想
に
合
わ
せ
て
最
適
な
も

の
を
選
択
し
、
開
戦
に
備
え
る
よ
う
で
す
。

戦
闘
準
備
も
整
い
、
駒
と
駒
が
ぶ
つ
か
っ
た
あ
た
り
か
ら
、

中
盤
と
な
り
ま
す
。
相
手
陣
地
へ
の
突
入
を
見
据
え
つ
つ
、

駒
を
取
る
、
取
ら
せ
る
、
交
換
す
る
と
い
っ
た
駆
け
引
き
が

見
所
の
よ
う
で
す
。
小
技
を
応
酬
し
な
が
ら
、
大
技
を
狙
う

と
い
っ
た
と
こ
ろ
は
、
さ
な
が
ら
格
闘
技
の
よ
う
で
す
。

「
囲
い
」
に
手
が
回
る
と
い
よ
い
よ
終
盤
で
す
。
将
棋
は
、

相
手
の
王
（
玉
）
将
を
取
っ
た
方
が
勝
ち
と
い
う
ル
ー
ル
で

す
の
で
、
中
盤
と
は
異
な
り
、
相
手
よ
り
い
か
に
早
く
ゴ
ー

ル
（
詰
み
）
ま
で
到
達
す
る
か
が
終
盤
の
見
所
の
よ
う
で
す
。

私
は
終
盤
に
こ
の
速
度
感
を
誤
り
、
飛
車
で
大
暴
れ
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
あ
っ
さ
り
と
自
分
の
王
将
が
取
ら
れ
て
し
ま

い
、
大
逆
転
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、

将
棋
の
こ
と
を
調
べ
る
過
程
で
「
へ
ぼ
将
棋

王
よ
り
飛
車

を

か
わ
い
が
り
」
と
い
う
川
柳
の
よ
う
な
格
言
を
発
見
し
、

ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。

格
言
は
こ
の
他
に
も
数
多
く
存
在
し
、
知
っ
て
い
る
と
駆

け
引
き
の
妙
が
一
層
味
わ
え
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ほ
ど
明
快
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
将
棋

を
観
戦
す
る
際
に
、
見
所
が
解
る
と
よ
り
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
マ
メ
知
識
は
、

将
棋
を
知
っ
て
い
る
方
か
ら
す
る
と
釈
迦
に
説
法
で
し
た
ね
。

将
棋
だ
け
に
「
詰
め
」
が
甘
か
っ
た
よ
う
で
。

「

将

棋

ブ

ー

ム

」


